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	 日本人の生活習慣の変化等により、近年糖尿病等の生活習慣病の有病者、予備軍が増加

しており、それを原因とする死亡の全死亡に対する割合も非常に高いものとなっている。

このような状況への対策として平成20年4月より特定健康診査が始まった。早期に生活習

慣に介入することにより生活習慣病の重症化を防ぐ事がその趣旨である。すでに開始より

８年が経過しており、特定健康診査において用いられている現標準質問票に対して見直し

が進められてきた。本研究では、改訂標準質問票に対する質問票項目の意義に関する解説

ならびに保健指導を行うに当たって補助となる質問票項目を開発することを目的とした。	

	 既に論文として公表されている飲酒・喫煙の健康影響のエビデンスのうち、補足的に用

いられる質問として有効なエビデンスを米国国立図書館のデータベースPubMedデータベ

ースを用いて検索した。	

	 喫煙に関しては、保健指導介入において喫煙者に対する禁煙誘導が重要である事、禁煙

誘導における対象者の喫煙依存度の把握が重要である事から、喫煙依存度の指標であるFa

gerstrom	 Test	 for	 Nicotine	 Dependenceの更なる簡易指標であるHeavy	 Smoking	 Index

を採用し、補助質問項目とした。また飲酒に関しては東アジア人で多く認められるAldehy

de	 dehydrogenase	 2遺伝子多型の不活性遺伝子型保持者における飲酒の悪影響の指標と

して、少量飲酒後の発赤反応の有無に関する質問表を補助項目として採用した。	

Ａ．研究目的 
	 日本人の生活習慣の変化等により、近年糖尿病

等の生活習慣病の有病者、予備軍が増加しており、

それを原因とする死亡の全死亡に対する割合も非

常に高いものとなっている。このような状況への

対策として平成20年4月より特定健康診査が始ま

った。早期に生活習慣に介入することにより生活

習慣病の重症化を防ぐ事がその趣旨である。すで

に開始より８年が経過しており、昨年度より特定

健康診査全体のあり方の見直しが検討されてきた。

その中で作成された改訂版の標準質問票に対して、

保健指導で必要とされる質問票の意義に関する解

説書、ならびに、保健指導を行う上で補助となる質

問票項目を開発することを目的とした検討を行っ

た。	

 
Ｂ．研究方法 
	 米国国立図書館のデータベースPubMedデータベ

ースを用いて、喫煙・飲酒の健康影響に対して補足

的に用いられる疫学研究を同定した。	

（倫理面への配慮）	

	 この研究方法は、既報告の結果に基づいており、

倫理面での問題はない。	

	

Ｃ．研究結果 
①	喫煙に関する検討	

	 喫煙者に対する保健指導介入としては禁煙誘導

が重要である。故に、補足的な質問票に加える質問

項目としては、禁煙誘導における対象者の喫煙依存

度の把握が重要である。現在喫煙依存度の指標とし

て、用いられているFagerstrom	Test	for	Nicotine	

Dependence(FTND)は質問項目が６つあり、保健指導

現場においての利用に関しては実効性が低い。FTND

６項目のうち、喫煙本数、早朝喫煙時間の２項目を

用いるHeavy	Smoking	Indexは、FTNDとほぼ同様の

有効性がある事が示されており、補助質問項目とし

て、有効であると判定し採用した。	
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②	飲酒に関する検討	

	 飲酒の健康影響として、東アジアで頻度の高い、

Aldehydedehydrogenase2（ALDH2）活性欠損遺伝子型

保有者に対する対応が、これまでの疫学研究より保

健指導において重要であることが示唆されている。

遺伝子型を質問票で把握する方法に関しては、これ

までに多くの報告がある。少量飲酒時の発赤反応の

有無を問うことが、補足的な質問項目として有用で

あると考え採用した。	

	

Ｄ．考察と結論	

喫煙・飲酒は様々な生活習慣病に関る重要なリスク

要因で有り、特定健診でも重要な保健指導の対象と

なるものである。現状、あるいは改訂の標準質問票

項目に対して、簡易ながら補足的な項目を付け加え

ることで、指導現場における指導の有効性を上げる

ことが期待できると考える。	
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